
の
後
油
給
常
と
事
を
梢
ふ
る
の
勢
と
な
ら
ば
強
き
も
の
正
し
き
も
〔
の
〕
敗

油油

盟

赦
授

藤
島

る
慮
あ
り
。
次
官
は
大
観
君
を
帝
展
に
拉
致
せ
ん
と
し
大
観
君
は
さ
ら
ば
美

術
学
校
を
全
部
任
か
せ
よ
と
云
ふ
。
是
は
出
来
ぬ
相
談
也
。
予
、
次
官
大
英

断
を
も
て
そ
れ
を
決
行
し
た
り
と
て
、
大
観
君
は
黒
田
〔
清
輝
〕
氏
以
下
の

大
朋
常
と
恨
を
構
へ
ざ
る
可
ら
ず
。
此
事
云
ひ
易
か
ら
ず
。
日
本
甕
部
を
全

部
任
か
せ
て
、
次
に
エ
藝
部
を
削
り
去
る
位
の
慮
に
て
は
折
合
は
ず
や
。
そ

歪
延

油

聾

科

日
本
m品
嗜
魯
）

日
本
盟
（
廷
翡
mff)

日
本
甕
（紅
甜

琵

）

日
本
書早

主
任
教
授

岡
田
三
郎
助
東

武
二
鹿
兄
島 京

助

数

授

常

岡

文

編

兵

耶

助
数
授

山
田

廉

埼

小
泉

赦
授

平
福

〔
大
正
九
年
九
月
七
日
〕
：
・
・
・
・
白
〔
吉
田
白
嶺
〕
君
近
来
帝
国
美
術
院
の
大

観
、
観
山
両
君
に
到
す
る
運
動
に
就
て
憂
惧
し
て
あ
り
。
予
に
す
4

め
て
大

観
君
を
説
い
て
金
モ
ー
ル
の
思
ひ
を
断
た
し
め
ん
と
す
。
平
常
な
ら
ば
易
き

事
な
が
ら
此
際
い
た
し
か
ゆ
し
也
。
さ
れ
ど
同
行
し
て
茅
町
を
訪
ひ
、
談
此

〔勧〕

事
に
及
べ
ば
、
大
観
氏
、
い
や
何
等
の
観
誘
も
未
だ
受
け
居
ら
ず
。
若
し
そ

の
如
き
交
渉
あ
ら
ん
に
は
、
美
術
学
校
を
全
部
予
等
の
手
に
渡
し
な
ば
命
を

拝
せ
ん
と
答
へ
ん
と
云
ふ
。
老
雄
壮
快
也
。

〔
同
年
十
月
四
日
〕
…
…
途
大
観
君
を
訪
ふ
。
大
観
君
南
次
官
に
つ
い

て
談

日
本
盟

数
授

日
本
盟

(m嗜
魯
）

理
事
数
授

数
授

東

京

川
合
芳
三
郎
琥
玉
堂

東

京

貞
松
琥
素
明

東

京

輝
夫
琥
映
丘

東

京

貞
蔵
琥
百
穂

勝
爾
卵
宵
“玉

松
岡
結
城

日
本
盟

日

本

霊

科

主
任
数
授

買 京

名
脊
数
授

和

田

英

作

東

高

村

光

雲

東

正

木

直

彦

東

久
米
桂
一
郎
佐

京

テ
ー
マ
で
特
集
を
組
む
な
ど
し
た
も
の
の
、
こ
の
時
点
で
は
議
論
の
み
に
止
っ

た
。
大
観
の
意
見
が
実
効
を
奏
す
る
の
は
昭
和
十
九
年
本
校
改
革
の
際
に
お
い

て
で
あ
る
。

本
校
第
一
期
生
に
し
て
岡
倉
天
心
の
遺
志
を
継
ぐ
者
た
ら
ん
と
す
る
大
観

は
、
本
校
に
対
し
て
常
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
。
大
観
と
対
立
す
る
人
々
の
間

に
「
大
観
は
美
校
を
乗
取
ろ
う
と
し
て
い
た
」
と
い
う
こ
と
が
言
わ
れ
た
が
、

小
杉
放
奄
の
日
記
（
『
日
本
美
術
院
百
年
史
』
第
四
巻
。
平
成
六
年
、
日
本
美
術
院
）

の
次
の
記
述
を
見
る
と
、
そ
れ
も
全
く
事
実
無
根
と
は
言
え
な
い
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。

る。

職

員

學

校

長

れ
ざ
る
べ
し
、
と
云
ふ
。
大
観
君
も
そ
の
や
う
な
る
心
あ
る
ら
し
。
…
…

京

⑥

人

事

刷

新

昭
和
七
年
に
は
校
長
の
更
迭
と
と
も
に
、

「
学
校
近
事
」
に
記
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
広
範
囲
の
教
員
異
動
が
あ
っ
た
。
異
動
後
の
職
員
は
次
の
と
お
り
で
あ
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工

藝

科

彫

金

部

彫
金
、
金
工
製
作
法

彫
金
（
在
外
研
究
中
）

理
事
数
授

清
水
海
野

浦

東

京

講
師

耕

造

京

都

主
任
数
授

編
蔵
廣

島

講
師

褐

助
赦
授

水
谷
関
野
北
村

京

闘

案
（
エ
葬
科
豫
科
兼
祝
）

案
（
日
本
梵
、
油
霊
、
建
築
ノ
各
科
兼
術
）

講

師

羽

野

武

東

禎
三
石

JI I 

建

築

科

闘
嗜
訂
猛
讐
鱈
饂
疇

梢
造
力
學
、
敷
學
、
建
築
製
闘
、
建
築
構
辿

建
築
製
岡
、
楷
成
原
理
、
建
築
装
飾
、
木
炭
霊

東
洋
建
築
史

施
工
法
、
建
築
材
料
學

数

授

森

井

健

介

東

武
彦
東

貞

新

京

闘

助

数

授

森

田

京

主
任
講
師

闘
案
法
、

大
澤
三
之
助
東

京

巖
川
松

五

郎

新

褐

図

案

主

任

赦
授

工
藝
科
豫
科
主
任

日
本
儀
、
油
益
、
建
築
、
エ
竺
理
事
助
赦
授

闘

案

（
ノ
各
科
及
圏
湛
師
範
科
竺
班

和
田

三
造
福

岡

蒔
箱
、
調
漆

蒔
縮
、
調
漆

工

藝

化

學

蒔
給
、
調
漆

講
師

京

工

藝

科

岡

案

部

講
師

城

木

彫

刻

科

木

彫

部

彫

(m嗜
月
）

彫

諧
師

羽
下

理
事
助
数
授

山

木

理
事
赦
授

紳
奈
川

閥
野
金
太
郎
琥
聖
裏

修
一
―
―
新
洞

助
教
授

主
任
教
授

塑塑

造
（
木
彫
郊
兼
揆
）

蒔
縮
、
調
漆
、
漆
工
製
作
法

六
角
注
多
＿
艮
虹
紫
繹

松

田

櫂

六

石

川

山
崎
覺
太
郎
富

澤

口

悟

一

宮

磯

矢

陽

東

理
事
教
授

赦

授

兼

生
徒
主
事
講
師

入
谷

季西
昇雄笙

香琥東 長
光
川石京椅

工

藝

科

漆

工

郡

造

和
田

紺
金
、
鉗
金
製
作
法

諧
師

丸

山

塑

造

（

建

築
科
笠
沢
）

塑

造

（

木

翌

笹

点

）

胡
倉
t
寸

~4 

講

師

杉

田

教
授

紺

塑

霊
（
建
築
科
兼
抱
）

造
（
エ
募
科
本
科
兼
翌

造
（
エ
藝
科
豫
科
及
本
科
堕
任
）

数
授

塑

主
任
赦
授

沼建
田畠
勇禰
文次一
夫郎郎

大 挑東琥和
ー 大歌
分雅京夢山

彫

刻

科

塑

造

部

理
事
助
数
授

工

藝

科

錨

金

部

錨
金
、
西
洋
工
藝
史
各
論
（
臼
詞
）

助
教
授

理

事
工
藝
科
豫
科
理
事

助
数
授

金
（
化
歩
教
室
兼
務）

銹
金
製
作
法

内
藤

春

治

岩

手
長

野

精
二
琥
禾
党

義

男

山

形

錨
金
、
塑
造
（
紅
闘
靡
）

高
村

主
任
教
授

津
田

豊信
周夫

東琥千
大
京壽葉

油

害
l

圏
覺
師
範
科
及
工
秘
科
）

霊
（
豫
科
及
本
科
捻
任

助

教

授

伊

原

宇

三

郎

徳

島

鍛鍛

金金

野
口

英
一
佐

六
一
―
―
東

京

油油油

助

赦

授

岡

四

郎

東

京

主

任

教

授

石

田

賀

教
授

證

（圏
應

磁

科
兼
柁
）

赦
授

小
林
南田
邊

萬
吾

東

蕉
浩
廣

至
神
奈
川

工

藝

科

鍛

金

部

島

彫
金
助
手

屈

盟

（
彫
刻
科
能
招
）

宮
坂
幅
太
郎
東

京

油

理
事
教
授

1

ー、
1k
~ 

彫
金
（
％
翡
）
木
炭
甕
（
紅
砂
叫
禁

）

助

数

授

深

瀬

嘉

臣

東

京
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英
語
、
美
學

諧
師

村
田

金
工
史

講
師

西
洋
彫
刻
史
、
西
洋
美
術
史

解
剖
學

助
数
授

新

兵

庫

正

秋

滋

賀

香
取
秀
治
郎
虹
秀
麟

頁

策

栃

木

派

岡

屈

岡

西
田

掛
長
苫
記

宮

本

純

一

茨

西
原
多
喜
雄
幅

渡

邊

正

宜

静

城

青
山

庶

務

掛

東
洋
美
術
史
、
西
洋
工
藝
史

主
任
数
授

生
徒
主
事

兼

数

授

理

事

輝

恥

輝

数

授

兼

生
徒
主
事

理
事
助
数
授

田

邊

孝

次

東

京

松

田

義

之

愛

松

垣

磁

雄

大

伊
原
宇
三
郎
徳

小
塚
新
一
郎
紳
奈
川

比

田

井

鴻

長

比
田
井
元
子

長

森
田
編
之
助
東

（
兼
）
助
教
授

青
山

西
洋
給
齋
史
、
英
語

京

課

長

数

授

津

田

信
新夫

兵琥千
大
庫壽葉

修

身

佐

々

木

卓

重

経

理

課

共

通

學

科

西
洋
美
術
史

矢
代
幸
雄
紳
奈
川

柔剣

隔
託

形

磁
託

城

習習 手

エ

日
本
盟

油

甕

数
育
學
、
哲
學
概
論
、
心
理
學

字字

諧
師

野

癌
託

京

諧
師

野

数

練

監
操
、
数
練

儒
操
、
数
練

弓

道
逍道

感
託

京

諧
師

諧
師

田

助
数
授

島

膿
操
敦
練
及
武
道

配
賜
賂
校
陸
軍
砲
兵
中
佐

奥

野

由

郎

兵

齋

藤

幸

睛

秋

消

水

平

吉

東

本

多

利

時

東

橋

本

統

陽

茨

大

江

雄

五

山

即

助
数
授

分

理
事
助
数
授

知

助
手

廿ハ↑ー、，

木

彫

数
授

東

京

貞
蔵
琥
百
穂

薫

造

廣

島

紳
奈
川

開
野
金
太
郎
披
聖
広

講
師

ー、
立

油

害

一

数
授

南

諧
師

重

日
本
證

平
幅

講
師

赦
授

京

日
本
蜜
、
油
甕
、
数
授
法
、
数
授
練
習

講
師

ロ

数
授

講
師

JII 

日
本
壺
（
日
本
百
科
揆
任
）

建
築
製
岡
、
岡
學
（
彫
刻
、
エ
酔
科
兼
呪
）

建
築
計
粛
図
證
師
範
科

主
任
教
授

束

京

貞
松
琥
素
明

多
賀
谷
健
吉
東
京

結
城

講
師

」

rt-'ノ

講
師

金

澤

庸

治

東

岡
田
捷
五
郎
東

京

日
本
文
様
史

東
洋
縮
需
史

佛

語

東
洋
文
學

岡

厚

繭

學

修

身
工
藝
化
學

東
洋
工
藝
史

講
師

京

講
師

小
場
鎌
倉
芳
太
郎
香

新

規

矩

男

三

正
木
篤
一
―
―
東

白
川

一
郎
香

鈴
川

信
一
山

高

島

米

峰

東

蒔

田

宗

次

―――

高

橋

義

雄

東

加

藤

金

美

東

堕

講
師
講
師

恒
吉
秋

JII 田
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数

務

掛

数

務

課

會

計

掛

（
兼
）
講
師

（
兼
）
嘘
託
感
託

北
浦
齋
藤
増
井
入
谷
浦
水

平

吉

東

京

大
介
奈

幸
睛
秋

兼
吉
東

昇

香

JII 京

（
兼
）
講
師

田

掛
長
書
記

一艮

数

授

兼

生
徒
主
事

（兼）
数

授

兼

生
徒
主
事

（兼）
数

授

兼

生
徒
主
事

（兼）

和

田

季

雄

東

原

田

邊

孝

次

東

京

森
田
編
之
助
東

京

屈 屈

生
徒
主
事

兼

数

授

課
長

数
授

多
賀
谷
健
吉
東

昭
和
七
年
新
採
用
者
（
図
画
師
範
科
教
官
以
外
）
に
つ
い
て
言
え
ば
、

新
規
矩
男
は
三
月
一
―
-
+
―
日
に
講
師
（
西
洋
文
学
、
フ
ラ
ン
ス
語
担
当
）
に

採
用
さ
れ
た
。
彼
は
明
治
四
十
年
七
月
三
十
日
三
重
県
に
生
ま
れ
、
広
島
陸
軍

幼
年
学
校
、

陸
軍
士
官
学
校
予
科
、
第

一
高
等
学
校
を
経
て
昭
和
四
年
東
京
帝

国
大
学
文
学
部
美
学
美
術
史
学
科
に
入
学
、
同
七
年
三
月
卒
業
し
て
直
ち
に
本

校
に
採
用
さ
れ
た
。

京

屈

佐

々

木

卓

重

屈 閲
託

京

臨
時
屈

京

害
記

京

屈

岡

石

澤

正

男

東

佐

藤

重

吉

東

中

根

勝

東

兼

田

稔

神

奈

川

鳩
ヶ
谷
敏
治
埼
玉

井
上
み
ち
ょ
山
形

村

内

政

雄

東

京

(『東
京
美
術
学
校
一
覧
韮
郷
聾
幹
』
よ
り
転
載
）

掛
長
講
師

京

屈

田

闘

書

掛

標

本

掛

屈

謙
齋
秋

重
吉
東

義
廣
東

紺
治
東

武

静

片

山

米

蔵

新

武

田

壽

東

佐
々
木
一
郎
秋

川

村

昇

福

古

俣

静

江

東

京

（
兼
）
諧
師

京

煎

料

（
兼
）
講
師

屈

岡

課
長
数
授

矢
代
幸
雄
神
奈
川

新

規

矩

男

三
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掛

手
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正
木
篤
三
も
同
日
諧
師
（
東
洋
文
学
担
当
）
に
採
用
さ
れ
た
。
彼
は
明
治
三

十
八
年
八
月
十
九
日
正
木
直
彦
の

三
男
と
し
て
東
京
に
生
ま
れ
、
東
京
府
立
第

四
中
学
校
、
第
一
邸
等
学
校
を
経
て
大
正
十
五
年
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
東
洋

史
学
科
に
入
学
、
の
ち
国
文
学
科
に
転
じ
て
昭
和
五
年
三
月
卒
業
し
、
直
ち
に

美
術
研
究
所
所
員
と
な
り
、
次
い
で
本
校
講
師
と
な
っ
た
。

入
谷
昇
は
四
月
十
五
日
に
教
務
嘱
託
（
彫
刻
科
勤
務
兼
教
務
掛
）
に
採
用
さ

れ
た
。
彼
は
明
治
二
十
一
年
九
月
三
十
日
香
川
県
に
生
ま
れ
、
同
県
工
芸
学
校

を
経
て
本
校
彫
刻
科
に
入
学
、
明
治
四
十
四
年
卒
業
以
後
は
自
営
し
、
大
正
七

年
か
ら
同
十
年
ま
で
世
界
玩
具
株
式
会
社
原
型
部
主
任
を
つ
と
め
、
昭
和
四
年

七
月
以
降
は
田
端
の
板
谷
波
山
工
場
に
勤
務
し
て
い
た
。
彼
は
北
村
西
望
、
和

田
季
雄
の
推
薦
に
よ
り
起
用
さ
れ
た
。

内
藤
春
治
は
六
月
―
―
―
十
日
に
講
師
（
鋳
造
実
習
担
当
）
に
採
用
さ
れ
た
。
彼

は
明
治
二
十
八
年
四
月
一
日
岩
手
県
に
生
ま
れ
、
大
正
五
年
盛
岡
市
私
立
商
業

学
校
を
卒
業
後
直
ち
に
南
部
鋳
金
研
究
所
に
入
り
鉄
器
鋳
造
を
研
究
し
、
同
八

年
上
京
し
て
香
取
秀
真
に
師
事
。
翌
九
年
本
校
鋳
造
科
に
入
学
し
て
同
十
四
年

に
卒
業
し
た
。
研
究
科
に
在
学
中
、
バ
リ
万
国
装
飾
美
術
工
芸
博
覧
会
、
商
工

省
主
催
工
芸
展
覧
会
、
帝
展
第
四
部
等
に
入
賞
、
入
選
し
、
昭
和
四
年
以
降
本

校
助
手
（
工
芸
化
学
教
室
勤
務
）
を
つ
と
め
て
い
た
。

深
瀬
嘉
臣
も
同
日
講
師
（
金
工
実
習
担
当
）
に
採
用
さ
れ
た
。
彼
は
明
治
三

十
二
年
九
月
十
八
日
東
京
に
生
ま
れ
、
京
北
中
学
校
、
東
京
府
立
工
芸
学
校
を

経
て
本
校
金
工
科
に
入
学
、
大
正
十
二
年
に
卒
業
し
た
。
同
十
五
年
以
来
本
校

羽
野
禎
三
も
同
日
講
師
（
図
案
実
習
担
当
）
に
採
用
さ
れ
た
。
彼
は
明
治
一――

十
五
年
九
月
十
五
日
石
川
県
に
生
ま
れ
、
同
県
立
工
業
学
校
を
経
て
本
校
図
案

助
手
を
つ
と
め
て
い
た
。

⑦
 

科
に
入
学
、
昭
和
一一
年
に
卒
業
し
て
直
ち
に
助
手
と
な
っ
た
。

邸
野
重
人
（
号
松
山
）
も
同
日
講
師
（
工
芸
製
作
法
担
当
）
に
採
用
さ
れ

た
。
彼
は
明
治
二
十
二
年
五
月
二
日
熊
本
県
に
生
ま
れ
、
京
都
市
立
美
術
工
芸

学
校
漆
工
科
を
経
て
本
校
漆
工
科
に
入
り
大
正
五
年
卒
業
。
同
八
年
本
校

一屈

（
教
授
白
山
松
哉
付
き
助
手
）
、
次
い
で
助
手
と
な
っ
た
。

白
川
一
郎
ほ
四
月
―――
十
日
に
講
師
（
用
器
画
法
、
遠
近
法
担
当
）
に
採
用
さ

れ
た
。
彼
は
明
治
四
十
一
年
七
月
十
四
日
香
川
県
に
生
ま
れ
、
丸
亀
中
学
校
を

経
て
本
校
西
洋
画
科
に
入
学
、
昭
和
七
年
卒
業
し
た
。
小
林
万
吾
と
鈴
川
信
一

の
推
薦
に
よ
っ
て
本
校
に
採
用
さ
れ
た
。
教
職
科
目
の
用
器
画
法
と
遠
近
法
の

授
業
は
こ
の
白
川
と
、
鈴
川
信

一
（
退
官
後
昭
和
七
年
五
月
十
日
付
で
講
師
と

し
て
再
起
用
）
が
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
前
に
鈴
川
と
と
も
に
こ
の
二
科

目
を
担
当
し
て
い
た
助
教
授
長
野
新
一
は
病
気
の
た
め
欠
勤
が
続
い
て
い
た
と

こ
ろ
、
五
月
十
一
日
に
休
職
を
命
ぜ
ら
れ
た
。

南
策
造
は
西
洋
画
科
教
授
和
田
英
作
が
校
長
と
な
っ
て
空
席
が
出
来
た
た

め
、
八
月
三
十
一
日
、
後
任
と
し
て
起
用
さ
れ
た
。
彼
は
明
治
十
六
年
七
月
二

十

一
日
に
広
島
県
に
生
ま
れ
、
同
県
第

一
中
学
校
を
経
て
本
校
西
洋
画
科
に
入

学
、
同
四
十
年
卒
業
し
て
間
も
な
く
イ
ギ
リ
ス
に
留
学
し
、
ボ
ロ
ー
ジ
ョ
ソ
ソ

ン
に
洋
画
技
法
を
学
び
、
同
四
十
二
年
に
は
フ
ラ
ン
ス
ヘ
移
り
、
ま
た
、
欧
州

各
国
を
巡
歴
し
て
翌
四
十
―
―一
年
に
帰
国
し
た
。
大
正
四
、
五
年
に
は
美
術
研
究

の
た
め
イ
ン
ド
を
旅
行
し
、
大
正
五
年
以
降
は
文
展
、
帝
展
審
査
委
員
を
つ
と

め
、
昭
和
四
年
に
帝
国
美
術
院
会
員
と
な
っ
た
。

男
女
共
学
実
施
計
画

昭
和
六
年
度
年
報
の
「
将
来
施
設
上
重
要
卜
認
ム
ル
件
」
に
明
ら
か
な
よ
う
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